














































『葉桜と魔笛J （同） -5 5歳の老夫人。35年前の死の床にある妹を回想。
『皮膚と心J （同） 2 8歳。図案家の妻。皮膚にできた吹出物に絶望して
いる。
『誰も知らぬ』 (1940) -4 1歳。23歳頃の女友達との交渉を回想。
ヮ ?? ?
『きりぎりすJ （同） 2 4歳。画家の妻。夫に失望し別れを告げる。
f千代女J (1941) 1 8歳。家事手伝い。 12歳の時、綴方の才を認めら
れる。
『恥J (1942) 2 3歳の女性読者。小説家との交渉を報告した友人宛の手
紙。
『十二月八日J （同） －小説家の妻。一児の母。対米英戦開戦の日の日記。
『待つJ （同） -2 0歳。大戦開戦後、毎日省線の駅で、誰かを待っている。
『雪の夜の話j (1944) おそらく 20歳前後。兄（小説家）夫婦と三人暮
らし。
『貨幣J (1946) 百円紙幣（女性） 。敗戦前の混乱期の日本人を語る。
『ヴイヨンの妻J (1947) 2 6歳。詩人の妻。一児の母。

















最初の『燈龍』という作品は 19 3 7年、重溝橋事件の年に発表されていま





















































































































































































































































































































































































































































































(1) f女生徒j作・太宰治 写真・佐内正史朗読・南果歩 出演・清水真実、辻明日香、松岡真湖、
園原ゆかり （インナーブレイン、 1998)
(2〕東郷克美 f太宰治という物語j （筑摩書房、 2001)
α）北川透 「〈女性〉一人語りと戦争 太宰治 「皮膚と心」を中心にj （梅光学院大学 『日本文学
研究J37号、 2002却参照。
併）『資料集 第一輯 有明淑の日記j （青森県近代文学館、 2000)
(5）川端康成 「小説と批評 一一文芸時評一一」 （『文藍春秋j一九三九・五）
げi）相馬正一 「太宰治の 「女生徒」と有明淑の日記」 （前掲 I有明淑の日記j所収）
(7）川端康成 「文芸時評 成功した早教育 豊田正子の f尾山田三五郎j」 ( r東京朝日新聞j
1938.11.3) 
(8）根岸泰子 「「女生徒J 一一可憐で、魅力があり、少しは高貴でもある少女J （『国文学J44巻7
号、 1999.6)




⑩太田静子 『斜陽日記j （石狩書房、 1948）。現在は小学館文庫版 （1998）で手軽に読めるよ うにな
りました。本稿で用いるテクストは初版本に拠っています。
(1_p太田治子 「母の糸巻」 （前掲、小学館文庫版 『斜陽日記j所収）
⑩井伏鱒二 「下曽我の御隠居」 ( r新潮J80巻7号、 1983.6)
。太田治子 f母の万年筆j （朝日新聞社、 1984)
制千葉宣ー「『斜陽j試論 一一 「斜陽日記」の剰窃をめ ぐる問題」 （『解釈と鑑賞J53巻6号、
1988.6) 
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